
                             

                             

                             

                             

 [第 316 号］             北日野公民館だより              令和 4 年 7月 15 日  

 
 

紫
式
部
が
詠
ん
だ
山
々 

 紫
式
部
は
長
徳
二
年
（
平
安
時
代
）
越
前
守
に
任

命
さ
れ
た
父
藤
原
為
時
に
伴
も
な
い
、
越
前
国
に
下

向
し
て
き
ま
し
た
。
雪
と
の
対
話
で
過
ご
し
た
国
守

館
で
の
生
活
の
な
か
で
、
日
野
山
や
白
山
を
詠
ん
で

い
ま
す
が
、
こ
の
場
所
は
今
の
と
こ
ろ
越
前
市
で
は

特
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
式
部
は
目
に
近
い
所
で
日

野
嶽
の
日
野
の
杉
む
ら
に
埋
も
れ
る
美
し
い
雪
に
、

都
に
想
い
を
馳
せ
一
方
で
、
春
に
な
っ
た
ら
敦
賀
客

館
の
宋
人
を
視
察
に
来
る
と
い
う
、
親
子
程
年
齢
差

の
あ
る
婚
約
者
藤
原
宣
孝
の
「
文
」
に
、
白
山
の
雪

に
例
え
「
春
に
な
れ
ば
水
は
解
け
る
も
の
、
そ
の
様

に
貴
女
の
こ
こ
ろ
も
打
ち
解
け
る
も
の
と
い
っ
て

き
た
け
れ
ど
、
春
に
な
り
ま
し
た
が
、
越
の
白
山
の

雪
は
い
ま
だ
積
っ
て
い
て
い
つ
解
け
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
」
と
宣
孝
に
こ
こ
ろ
の
内
を
伝
え
て
い
ま

す
。
式
部
が
目
に
し
た
日
野
山
と
白
山
の
両
山
が
見

え
る
場
所
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
向
新
保
町
、
畑

町
か
ら
は
、
美
し
い
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
感
受
性
の
強
い
式
部
は
、
自
然
の
厳
し
さ
、
美

し
さ
に
感
動
し
て
こ
の
地
で
『
源
氏
物
語
』
の
構
想

を
練
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
式
部
に
と
っ
て
越

前
の
冬
景
色
は
生
涯
脳
裏
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
年
後
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

は
紫
式
部
を
主
人
公
に
し
た
「
光
る
君
へ
」
に
決
定

し
ま
し
た
。
北
陸
新
幹
線
「
越
前
た
け
ふ
駅
」
開
業

と
重
な
り
北
日
野
地
区
に
も
明
る
い
光
が
差
し
込

む
で
し
ょ
う
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

は
な 

 

朝ギガンジウム  帆山町   撮影：日野フォトクラブ  

北日野地区の人口  4,304 名(6 月比 -3）（男 2,078 名 女 2,226 名）外国人含む 1,597 世帯(6 月比+7） 令和 4年 7月１日現在 

 



                             

                             

                             

                             

       <地区の将来像＞   豊かな自然と誇れるふるさとづくり         令和 4年７月 15日（2） 

六
月
二
十
六
日
（
日
）、 

 

午
前
九
時
～
越
前
市
ア
イ
シ
ン
ス
ポ

ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
に
て
越
前
市
市
民
大

会
の
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

北
日
野
地
区
が
参
加
す
る
種
目 

七
月
十
八
日
（
月
）
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル 

七
月
二
十
四
（
日
）
卓
球
（
男
女
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

バ
ト
ミ
ン
ト
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

弓
道 

六
月
二
十
六
日
（
日
）
、
九
十
七
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

河
川
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
清
掃
で
の
ケ
ガ
や
事
故
等
を

防
ぐ
た
め
に
、
十
二
日
（
日
）
に
は
刈
払
い
講
習
会
を
実
施
し

ま
し
た
。 

当
日
は
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
見
晴
ら

し
の
良
い
河
川
敷
き
に
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 

生
活
環
境
部 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「コロナウイルス感染拡大予防対策の為、紙面を縮小させて頂きました」 

     

六
月
十
四
日
（
火
）、
き
た
ひ
の
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
で
岩

内
山
に
登
り
ま
し
た
。
曇
り
空
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
九
名
の
講
座
生
の
方
が
参
加
さ
れ
、
ま
た
新
た
な

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

岩
内
山
は
越
前
た
け
ふ
駅
の
東
口
に
あ
り
、
海
抜
九

十
六
ｍ
の
と
こ
に
あ
り
ま
す
。
県
整
備
事
業
の
一
環
と

し
て
現
在
整
備
し
て
い
ま
す
。 

 

初
め
て
登
る
方
で
も
登
山
口
か
ら
は
二
十
分
く
ら
い

で
登
る
こ
と
が
で
き
、
中
間
地
点
で
は
越
前
た
け
ふ
駅

を
見
下
ろ
す
展
望
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
北
側
か
ら
は
武

生
市
街
地
が
一
望
で
き
、
南
側
か
ら
は
日
野
山
に
か
か

る
ト
ン
ネ
ル
が
見
え
ま
す
。
頂
上
ま
で
行
く
と
さ
ら
に

鯖
江
方
面
の
高
速
道
路
と
新
幹
線
が
見
え
ま
す
。 

登
り
や
す
い
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

み
な
さ
ん
で
登
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

岩内山登山口 

写真提供：矢放町区長 

「六地蔵」４体現存 
（7 月 6 日撮影） 

  

矢
放
町
よ
り
抜
粋
（
Ｐ
１４
） 

 

高
志
箭
放
神
社
か
ら
前
の
道
路
を
、
東
に
約
１
３
０
ｍ

進
む
と
山
に
入
る
小
道
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
山
道
を
進

み
、
左
側
の
共
同
墓
地
を
過
ぎ
る
辺
り
か
ら
、
こ
こ
に

紹
介
し
て
い
る
石
仏
が
あ
り
ま
す
。
約
３
０
ｍ
の
間
に

「
六
地
蔵
」
や
「
阿
弥
陀
如
来
像
」
な
ど
七
体
の
石
仏

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
の
山
道
は
険
し
く

て
、
石
仏
の
殆
ど
が
、
以
前
は
倒
壊
し
て
い
た
状
態
で

す
。 最

初
に
見
え
る
「
延
命
地
蔵
」
は
、
比
較
的
平
坦
な

場
所
に
安
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
お
地
蔵
さ
ん
の

計
測
を
し
て
み
ま
し
た
。 

※
使
用
さ
れ
て
い
る
石
材
は
笏
谷
石
。 

※
石
仏
の
横
幅
は
、
約
４
８
．
６
㎝
。 

 

※
像
高
は
舟
形
の
光
背
で
、
こ
の
台
座
と
な
る
部
分

の
高
さ
は
約
１１
㎝ 

※
石
像
の
高
さ
は
、
約
９２
㎝
。 

※
総
高
さ
は
、
約
１
ｍ
１７
㎝
で
す
。 

左
手
に
玉
珠
を
う
け
て
、
そ
の
手
を
胸
の
前
に
置

き
、
右
手
腰
あ
た
り
の
鈴
杖
（
す
ず
つ
え
）
を
握
り
、

頭
部
に
は
円
光
を
陰
線
に
て
表
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
石

像
に
向
か
っ
て
右
側
の
中
央
に
方
形
の
穴
が
あ
り
、
左

側
の
下
辺
り
に
は
銘
文
ら
し
き
刻
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。

頭
部
か
ら
上
部
分
の
光
景
が
欠
け
て
い
ま
す
。
こ
の
石

仏
も
過
去
に
倒
壊
し
ま
し
た
。 

「
阿
弥
陀
如
来
像
」
も
来
迎
印
を
示
す
立
像
で
、
六
地

蔵
の
中
央
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
石
像
と
ほ
ぼ

似
か
よ
っ
た
大
き
さ
で
す
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
石
仏

は
、
同
じ
笏
谷
石
で
彫
ら
れ
て
い
て
、
近
世
に
な
っ
て

安
置
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

                                     
 
 

 



                             

                             

                             

                             

熱中症に気を付けましょう！ 

おことわり：新型コロナウイルス感染状況により、行事を中止または変更させて頂く場合がございます。 
また、当日咳や発熱等の症状がある場合は参加をお断りさせて頂く事があります。あらかじめご了承ください。   

 （3）令和 4年 7月 15 日   ＜地区の将来像＞暮らしの安全、快適生活とインフラ整備            

７・８月の予定 

7 月 19 日(火)理事会（振） 

   22 日(金)企画委員会（振） 

   22 日(金)越前和紙のうちわ作り(放) 

   22 日(金)マジックショー（放） 
 

（放）放課後子ども教室 （公）公民館 （振）北日野地区自治振興会 子育てサロン（子） 

7 月 27 日(水)ミニコンサート（放） 

27 日(水)スマホ教室 (公) 

8 月  2 日(火)ヨガ教室 (公) 

ペットボトルロケット作り(放) 

4 日(木)川遊び (放) 

 

北日野駐在所だより №５2 

 交通ルールの順守と正しい交通マナーの実

践を習慣づけ交通事故の防止を図るため、夏

の交通安全県民運動が実施されています。 
【運動の期間】 
  7 月 11 日（月）～20 日（水） 
【運動の重点】 
①子どもと高齢者の交通事故防止 
②自転車の安全利用の推進 
③すべての座席のシートベルトとチャイルド

シートの着用 
④飲酒運転等危険運転の根絶 
  
さわやかに 夏を走ろう 北陸路 
   

      
長男から「野球やりたい！」と言われてから、「野球

三昧」という言葉が合う日々を、この６年間過ごして

います。初めは興味がなかった私も、彼の奮闘しなが

らたくましくなっていく姿に、何より仲間と野球を楽

しむ姿に成長と喜びを感じるようになりました。次男

もスポ少へ入り、三男も「野球やりたい」と言い出し

た今日この頃…。まだまだ「野球三昧」の生活が続く

ようですが、子ども達の「やりたい」気持ちを大事に

していこうと思います！「野球」は、私と子どもとの

共通の思い出です。 
 そのきっかけをくれた長男に、感謝します。 
男三兄弟の母より    認定こども園北日野保護者 

令
和
四
年
度
第
一
回 

 

公
民
館
運
営
協
議
会
開
催 

 

六
月
二
十
四
日
（
金
）
、
令
和

四
年
度
第
一
回
公
民
館
運
営
協

議
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

今
年
度
の
事
業
や
予
算
に
つ

い
て
説
明
し
、
運
営
協
議
会
委
員

さ
ん
か
ら
承
認
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

委
員
の
皆
様
方
に
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
公
民
館
活
動
や
、
地
域
の

事
業
に
つ
き
、
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 
北
日
野
公
民
館
消
防
訓
練
開
催 

 

六
月
十
六
日
（
木
）
、
北
日
野
公

民
館
に
て
消
防
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
水
消
火
器
を
使
っ
た
訓
練
を
行

い
、
防
災
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

熱中症とは気温が高い日の屋外や屋内で、発汗などにより体内の水分や塩分などのバランス
が崩れ、体温の調節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、体のだるさなど様々な障害を引き
起こす病気のこと。 
コロナ禍でマスクを日頃から着用しています。マスク着用により熱中症のリスクも高まります。
こまめに水分補給をする、体調に異変を感じたら早めに休息をとるなどの対策を行いましょ
う！ 

＜火災を防ぐポイント＞ 
・炭を燃やしきる、炭を水につけるなどして完全に 
消火したことを確認できるまでその場を離れない。 

・消毒液を吹きかけた直後は、火気に近づくことは 
しない。 

＜危険！＞ 
・使用した炭が消火不十分で、周囲に燃え移り出火！ 
・消毒液で手を消毒した後に火気に近づいて引火！ 

夏の火災と事故に注意しましょう！ 
・楽しいＢＢＱが



                             

                             

                             

                         

［第 316 号]＜地区の将来像＞乳幼児から高齢者まで、笑顔と躍動あふれるコミュニティの形成   令和 4年 7月 15 日(4)  

表
紙
の
俳
句
は
、
北
日
野
俳
句
会 

三
好 

弘
幸
さ
ん
（
小
野
谷
町
）
の
作
品
で
す 

 
 

編集・発行  越 前 市 北 日 野 公 民 館 

北日野地区自治振興会（北日野公民館内） 

〒915-0052 福井県越前市矢放町 21-11 tel/fax:0778-23-4603 

        E-mail:kitahino_ko@city.echizen.lg.jp 

https://www.city.echizen.lg.jp/office/090/050/100/index.html 

メ
ー
ル
投
稿
、
原
稿
な
ど
は 

↓
こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
♪ 

放課後子ども教室 「お菓子にメッセージを書
いて父の日にプレゼントしよう！」 6/18 

初めて使うフードペンで、とても楽しそうにお菓
子にお父さんへのメッセージを書いていました。 

 
 

 

七夕飾りを飾りました！ 
来館された方たちの願い事
がたくさん飾られました。 

 

てんとう虫クラブ 「虫歯予防」 6/14 
歯科衛生士の方から、乳幼児の虫歯

が及ぼす影響や虫歯予防など色々なお
話を聞くことが出来ました。 

 

栃木国体綱引競技出場！ 6/25-26 

至）栃木県立県北体育館 

25 日（土）成年男女混合 ２位  伊藤正之さん参加 
２６日（日）成年男子 ２位 伊藤正之さん・伊藤利朗さん参加 
両日とも公認スポーツ指導員として牧田祥宗さん参加 
牧田祥宗さんは福井県綱引連盟理事長に就任されました 

中腹の車道や、登山道脇に見られるつる性の落葉樹

で気根を出して木や岩にからみついて伸びる。葉は対

生し長い柄がある。１０㎝ほどの卵形であらいぎざぎ

ざがあり先はとがる。枝先に花序を出し多数の両性花

とまわりに２㎝ほどの白色の飾花をひとひらつける。

両性花は白く小さい。花びら５おしべ 
１０めしべ１。 
岩にからみつく 
のでイワガラミ 
という名がつい 
た。 よく似た 
ツルアジサイは 
飾花のがく片が 
４枚である。 
 

《イワガラミ（ユキノシタ科）》 
日当たりのよい登 

山道によく生えてい 
る多年草。茎はよく 
枝分かれして横に広 
がる。茎、葉には細 
かい毛がある。葉は 
対生し短い柄があ 
る。１㎝ほどの卵形 
で線点がある。葉の

腋の柄の先に１㎝の黄色の花を１こつける。がく
と花びらは５つに分かれ、おしべ５、めしべ１花 

がすむと下にたれ下がる。実 
は球形でがくにつつまれ小さ 
なナスに見えることからコナ 
スビという名がついた。 

《コナスビ（サクラソウ科）》 

 

 

↑コナスビの実


